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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リング状のベース部（１０）を有する、同期装置の同期リングであって、
　当該同期リング（８）には、内側コーン部（１１）が一体的に形成されており、
　当該内側コーン部（１１）には、摩擦ライニング（９）が設けられており、
　前記内側コーン部（１１）は、少なくとも一つのリング溝（１７）を有しており、
　前記リング状の摩擦ライニング（９）は、各端面において、全周に亘って分布するよう
に配置された複数の軸方向溝（１８、１８’）を有しており、
　当該軸方向溝（１８、１８’）は、それぞれ、前記リング溝（１７）と流体的に接続さ
れており、
　前記摩擦ライニング（９）の両端面から始まる溝（１８、１８’）の各々は、周方向に
互いにオフセットされた位置に配置されている
ことを特徴とする同期リング。
【請求項２】
　前記リング溝（１７）は、前記内側コーン部（１１）の上面の中央を延びている
ことを特徴とする請求項１に記載の同期リング。
【請求項３】
　各溝（１８、１８’）の深さは、摩擦ライニング（９）の厚さと等しい
ことを特徴とする請求項１または２に記載の同期リング。
【請求項４】
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　各溝（１８、１８’）の出口部（２１）は、長手方向断面において、弓形である
ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の同期リング。
【請求項５】
　各溝（１８、１８’）の長さは、当該溝（１８、１８’）が前記リング溝（１７）に到
達する、という寸法になっている
ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載の同期リング。
【請求項６】
　有機材料が、同期リング（８）の摩擦ライニング（９）として設けられている
ことを特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載の同期リング。
【請求項７】
　カーボンが、摩擦ライニング（９）のための材料として設けられている
ことを特徴とする請求項６に記載の同期リング。
【請求項８】
　自動車変速機の軸上の遊び歯車を同期させるための同期装置であって、
　リング状のベース部（３）を有する、同期装置のためのクラッチ体（１）であって、
　当該クラッチ体（１）には、外側コーン部（４）が一体的に形成されており、
　当該外側コーン部（４）の摩擦面（１９）は、油分配のための複数の軸方向に延びる溝
を有しており、
　当該外側コーン部（４）は、径方向内側で周回する油収集溝（６）を有しており、
　当該外側コーン部（４）は、径方向に少なくとも一つの前方凹部（７）を有しており、
　当該前方凹部（７）は、前記油収集溝（６）を、それぞれ、油供給のための割り当てら
れた軸方向に延びる溝に接続している、一つの割り当てられたクラッチ体（１）と、
　請求項１乃至７のいずれかに記載された、少なくとも一つの同期リング（８）と、
を備えたことを特徴とする同期装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特許請求の範囲の請求項１、５、１４、１９、２７の上位概念部分に詳しく
規定された類の、クラッチ体、同期リング、及び、同期装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　自動車技術から、自動車変速機の軸上の遊び歯車を同期させるための同期装置が知られ
ている。通常、当該同期装置は、少なくとも一つの同期リングと、少なくとも一つのクラ
ッチ体と、を有している。クラッチ体は、同期化するべき遊び歯車に、噛み合い式に結合
されている。同期リングは、切換スリーブと、噛み合い式に結合可能である。切換スリー
ブは、さらに同期体を介して、自動車変速機の軸と回転しないように接続されている。遊
び歯車の同期のために、同期リングがクラッチ体と摩擦式に結合される。
【０００３】
　同期プロセスの間に互いに擦れる同期リングとクラッチ体の摩擦面は、当該摩擦の発生
のために発熱する。このため、同期リングとクラッチ体の各摩擦面の冷却が必要である。
【０００４】
　また、いわゆるレンジ切換変速機の同期装置においては、リング形状のクラッチ体の外
側コーン部に、径方向内側を周回するリング溝が、軸の径方向孔を介して輸送される冷却
油及び潤滑油の収集のために、設けられている。同期段階の間、クラッチ体の外側コーン
部の摩擦面と、同期リングの内側コーン部の摩擦面とが、互いに押し付けられる。これに
より、同期リングとクラッチ体の各摩擦面において、油が冷却に付されることが抑制され
る。
【０００５】
　同期段階中においても各摩擦面に油を供給するために、公知の同期装置では、径方向孔
が、クラッチ体の外側コーン部に設けられている。当該径方向孔は、周回するリング溝に
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存在する油を、クラッチ体の外側コーン部の上面に輸送する。外側コーン部の上面は、油
分配のための軸方向に延びる溝を有している。この態様によれば、互いに接触状態にある
同期リングとクラッチ体の摩擦面に、冷却油が供給され得る。
【０００６】
　しかしながら、外側コーン部の前方側で径方向に延びる孔によって、クラッチ体の外側
コーン部の当該前方領域の機械的な弱体化が生じることが、実証されている。従って、熱
応力に基づいてクラッチ体の外側コーン部にクラック（割れ目）が発生する、という危険
がある。
【０００７】
　ＤＥ３４１７８１３Ｃ１から、同期装置の同期リングまたは等速リングにおいて、散乱
焼結された（Streusinter）摩擦ライニングを利用することが知られている。この摩擦ラ
イニングは、軸方向に、対応する構成部材間で摩擦結合が生成されている間の油排出のた
めの排出溝を有することができる。ＤＥ２７４４９９４Ｃ２は、同期リングの製造方法を
開示しているが、当該同期リングは、その摩擦ライニングに、同様に、油輸送のための軸
方向に伸びる溝を有している。
【０００８】
　さらに、ＤＥ２０５５３４５から、切換変速機のための同期装置が知られている。開示
された当該同期装置の同期リングは、軸方向に延びる凹部を有している。当該凹部内に摩
擦ライニングが適合（嵌め込み）されて、同期リングの摩擦ライニング内に軸方向に延び
る窪地（Mulden）が設けられるようになっている。
【０００９】
　最後に、ＥＰ０１２２５６２Ｂ１は、自動車変速機のための同期リングを開示している
。そこでは、同期リングの内側コーン部の摩擦ライニングが、軸方向溝を有している。さ
らに、当該摩擦ライニングに、周回溝が設けられている。
【発明の開示】
【００１０】
　本発明の課題は、同期段階中において改良された冷却を実現する、同期装置のための同
期リングとクラッチ体とを提供することである。
【００１１】
　この課題は、クラッチ体については特許請求の範囲の請求項１の特徴部分によって、同
期リングについては特許請求の範囲の請求項５、１４、１９の特徴部分によって、同期装
置については特許請求の範囲の請求項２７の特徴部分によって、解決される。有利な実施
の形態は、それぞれの下位従属項から理解される。
【００１２】
　本発明の課題は、略リング状のベース部を有する、同期装置のためのクラッチ体であっ
て、当該クラッチ体には、外側コーン部が一体的に形成されており、当該外側コーン部の
上面は、油分配のための複数の軸方向に延びる溝を有しており、当該外側コーン部は、径
方向内側で周回する油収集溝を有しており、当該外側コーン部は、径方向に少なくとも一
つの前方凹部またはその類を有しており、前記径方向内側で延びるリング溝は、油供給の
ための割り当てられた軸方向の溝に接続している、ことを特徴とするクラッチ体によって
解決され得る。
【００１３】
　この態様により、本発明によるクラッチ体では、軸から提供される油が、クラッチ体の
回転の際に作用する遠心力によって、径方向に延びる凹部に沿って、軸方向に延びる溝に
まで輸送される。これにより、同期リングとクラッチ体との間の接触領域は、全体の幅に
亘って、油で濡らされる。その結果、同期リングとクラッチ体の摩擦面の最適な冷却が、
クラッチ体の機械的な強度に不利に影響することなく、保証される。
【００１４】
　本発明の可能性ある一実施の形態において、前方側に配置される凹部は、ほぼ弓形の断
面形状を有する切欠凹部として、クラッチ体に形成されている。クラッチ体の強度を更に
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高めるために、他の断面形状も可能である。前記凹部のこのようなタイプの形態は、好適
には、クラッチ体が鋼鉄（スチール）製の摩擦面を有すると共に同期リングがモリブデン
製の摩擦ライニングを有するという摩擦相手の場合に、適用され得る。摩擦面ないし摩擦
ライニングのための他の材料もまた、当然に利用可能である。
【００１５】
　本発明の課題は、リング状のベース部を有する、同期装置のための同期リングであって
、当該同期リングには、内側コーン部が一体的に形成されており、当該内側コーン部は、
少なくとも一つの軸方向に延びる溝を有する摩擦ライニングが設けられている、ことを特
徴とする同期リングによっても解決され得る。本発明によれば、摩擦ライニングは、さら
に少なくとも一つのリング溝またはその類を有することができる。当該リング溝は、各側
面で、前記軸方向に延びる溝の少なくとも一つと、流体的に接続されている。
【００１６】
　本発明による同期リングの摩擦ライニングのパターン例では、摩擦ライニングの各側面
ないし各端面において、軸方向に延びる溝が設けられている。当該溝は、それぞれ、摩擦
ライニングの端面から、チャネルとして利用されるリング溝まで延びている。この態様で
は、冷却媒体ないし油が、リング状の摩擦ライニングの端面から、軸方向の溝に沿って、
リング溝に到達するまで、輸送される。リング溝からは、当該油は、別の端面に通じる軸
方向溝内へと至る。その結果、当該油は、摩擦ライニングの全体の幅に亘って案内され、
摩擦面の有利なフラッシング（Durchspuelen）を可能にする。これにより、摩擦面の改良
された熱排出が達成される。
【００１７】
　本発明の有利な一実施の形態では、前記軸方向に延びる溝は、例えばリング状の摩擦ラ
イニングの各端面から始まっており、全周に亘って分布するように配置されている。好ま
しくは、摩擦ライニングの各端面における溝は、互いにオフセットされた位置に配置され
ている。この態様では、同期リングの内側コーン部の前方側で各々始まる溝によって入り
込む油が、リング溝によって接線方向に移動される。最終的に、当該油は、他の端面にお
いて、それぞれの溝から排出される。割り当てられた（対応する）クラッチ体の同期リン
グに対する接線方向の相対移動によって、全体の摩擦面が、同期プロセス中において濡ら
されて冷却される。
【００１８】
　本発明による同期リングの摩擦ライニングの別のパターン例は、摩擦面の各端面の溝が
ある所定の角度で延びることによって、実現され得る。他の経路（パターン）も、考慮可
能である。
【００１９】
　特に、摩擦面の各端面における各２つの溝が、互いに鏡像対称の所定の角度で配置され
ている時、有利である。この態様では、同期リングの回転方向に依存しないで、一方側あ
るいは他方側に傾斜して延びる溝を通って、リング溝まで油が供給され得る。溝の傾斜し
た経路によって、当該溝を通る油の流量が増大して冷却が更に改善される、という効果が
得られる。もっとも、軸方向に延びる溝の形態は、任意に選択され得る。
【００２０】
　本発明の課題は、リング状のベース部を有する、同期装置の同期リングであって、当該
同期リングには、内側コーン部が一体的に形成されており、当該内側コーン部には、摩擦
面が設けられており、前記内側コーン部は、少なくとも一つの軸方向溝を有しており、当
該軸方向溝は、前記摩擦面の下方で延びている、ことを特徴とする同期リングによっても
解決され得る。
【００２１】
　この態様では、軸方向溝によって輸送される油が、摩擦面をほとんど背後から冷却する
ことができる。この軸方向溝は、摩擦ライニングの適用の前に、同期リングの内側コーン
部の上面に、好適なプレス方法等によって低コストに製造され得る。
【００２２】
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　好ましくは、互いに所定の間隔で配置された複数の軸方向溝が、同期リングの内側コー
ン部の上面に設けられ得る。この実施の形態では、摩擦ライニングは、軸方向溝の間に残
っているブリッジ領域でのみ、内側コーン部の上面と結合されている。もっとも、他の形
態の可能性もまた、考慮可能である。
【００２３】
　本発明の次の実施の形態では、軸方向溝がテーパ状（コーン状）に形成されている。テ
ーパ状の経路には、以下の利点がある。すなわち、軸方向溝内の遠心力に基づいてポンプ
効果が得られ、油の流量が高められて冷却効果が増大される。
【００２４】
　軸方向溝への油供給を確実にするために、本発明の次の実施の形態では、同期リングの
略リング形状の摩擦ライニングの幅は、内側コーン部ないし軸方向溝の幅よりも、僅かに
小さい。この態様では、クラッチ体を通って供給される油が、径方向に同期リングの前方
側に至り、摩擦面を冷却するために、それぞれの軸方向孔内に至る。
【００２５】
　本発明の課題は、リング状のベース部を有する、同期装置の同期リングであって、当該
同期リングには、内側コーン部が一体的に形成されており、当該内側コーン部には、摩擦
面が設けられており、前記内側コーン部は、少なくとも一つのリング溝またはその類を有
しており、前記リング状の摩擦ライニングは、各端面において、全周に亘って分布するよ
うに配置された複数の軸方向溝を有しており、当該軸方向溝は、それぞれ、前記リング溝
と流体的に接続されている、ことを特徴とする同期リングによっても解決され得る。
【００２６】
　好ましくは、リング溝は、同期リングへの摩擦ライニングの適用の前に、同期リングの
上面ないし内側コーン部に、製造され得る。この場合、摩擦ライニングの軸方向溝の長さ
は、前記リング溝が少なくとも当該軸方向溝と流体的に接続される、という寸法であるこ
とが重要である。この態様では、油は、前記一側から軸方向溝を通って入り込み、チャネ
ルとして形成されたリング溝を通って、摩擦ライニングの他の端面に通じる軸方向溝内へ
と輸送される、ということが保証される。
【００２７】
　好ましくは、前記リング溝は、前記内側コーン部の中央を延びている。同期リングの既
に説明した先の実施の形態と同様、軸方向溝は、摩擦面の各端面において、好ましくは互
いにオフセットされて配置され得る。
【００２８】
　同期リングの実施の形態に依存しないで、各軸方向溝の深さは、摩擦ライニングの厚さ
と実質的に等しくできる。もっとも、他の実施形態も考慮可能である。また、各溝の長さ
は、同期リングのリング溝が当該溝によって少なくとも到達される、という寸法にできる
。この態様で、各軸方向溝とリング溝との間の流体的な接続が保証される。リング溝との
接続を得るための、溝についての他の構造上の形態も、考慮可能である。
【００２９】
　同様に、同期リングの提案された実施形態例に依存しないで、例えば有機材料が、同期
リングのための摩擦ライニングとして設けられ得る。好ましくは、カーボンまたはその類
が、材料として利用され得る。摩擦ライニングのための当該材料の選択は、簡単な態様で
摩擦ライニングのパターニング（パターン加工）が実施できる、という利点をもたらす。
【００３０】
　最後に、本発明の課題は、自動車変速機の遊び歯車を同期させるための同期装置であっ
て、少なくとも一つの提案された同期リングと、少なくとも一つの割り当てられた提案さ
れたクラッチ体と、を備えたことを特徴とする同期装置によっても解決され得る。
【００３１】
　従って、本発明によって、提案されたクラッチ体と、それぞれ提案された同期リングと
が、別々に請求（権利保護要求）されるのみならず、全体の同期装置も請求（権利保護要
求）される。全体の同期装置は、特には、提案された構造部材を利用するものである。こ
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の態様では、同期装置及びそれに必要な構造部材の製品寿命が、高められる。
【００３２】
　本発明による同期装置は、提案された構造部材の任意の組み合わせを利用することがで
きる。例えば、提案された実施形態が、すでに知られた形態と組み合わせられ得る。特に
低コストな組み合わせは、滑らかに仕上げられた（glattem）外側コーン部を有するクラ
ッチ体である。特に摩擦ライニングにおけるパターニングは、互いに間隔を空けた個々の
要素によって実現されることも、考慮され得る。それは、摩擦ライニングを、協働で構成
する。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明による、前方凹部を有する、同期装置のためのクラッチ体の、可能性ある
一実施形態を示す図である。
【図２】図１によるクラッチ体の平面図である。
【図３】本発明による、同期装置のための同期リングの、平坦に展開された摩擦ライニン
グの平面図である。
【図４】図３の切断線Ｉ－Ｉに沿っての、摩擦ライニングの横断面図である。
【図５】同期リングの第２の実施の形態の、平坦に展開された摩擦ライニングの平面図で
ある。
【図６】図５の切断線II－IIに沿っての、摩擦ライニングの横断面図である。
【図７】第３の実施の形態の同期リングを有する同期装置の部分図である。
【図８】図７の同期リングとクラッチ体との側方部分図である。
【図９】同期リングの第４の実施の形態の、平坦に展開された摩擦ライニングの平面図で
ある。
【図１０】図９の切断線III－IIIに沿っての、同期リングの横断面図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３４】
　以下において、本発明は、図面に基づいて詳細に説明される。
【００３５】
　図１及び図２において、本発明による同期装置のためのクラッチ体の、可能性ある一実
施の形態が示されている。図３乃至図１０は、本発明による同期装置のための同期リング
の、種々の実施の形態を示している。
【００３６】
　図７に部分的に示された同期装置は、通常、自動車変速機の軸上の遊び歯車を同期させ
るために利用され、少なくとも一つの同期リング８と、少なくとも一つのクラッチ体１と
、を有している。クラッチ体１は、歯車部２を介して噛み合い式に、図示されていない同
期対象の（同期されるべき）軸の遊び歯車と接続されている。同期リング８は、その選択
された実施の形態に依存しないで、切換スリーブに噛み合い式に結合可能である。切換ス
リーブは、さらに同期体１５を介して、自動車変速機の軸と回転しないように結合されて
いる。遊び歯車の同期のために、同期リング８は、それぞれの摩擦面を介して摩擦式にク
ラッチ体１と接続される。
【００３７】
　同期リング８とクラッチ体１の摩擦面において生じる熱を排出するために、すなわち十
分な冷却を保証するために、当該摩擦面に、例えば油のような冷却媒体が供給される。
【００３８】
　本発明によって提供されるクラッチ体１は、リング状のベース部３を有しており、当該
ベース部３には、摩擦面１９を有する外側コーン部４が一体的に形成されている。外側コ
ーン部４の摩擦面１９は、複数の軸方向に延びる低凹部５を有している。外側コーン部４
の径方向内側には、軸から対応する孔を通って供給される油を収集するための、リング状
の油収集溝６が設けられている。油収集溝６内に集められた油をクラッチ体１の外側コー
ン部４の摩擦面１９に送るために、外側コーン部４の前方側に、凹部７が径方向に設けら
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れている。当該凹部７は、径方向の切欠凹部として、全周に亘って分布するように配置さ
れる。これは、図２から理解できる。
【００３９】
　当該前方凹部７は、油収集溝６を、低凹部５と接続する。これにより、油収集溝６に集
められた油が、遠心力によって、凹部７を介して低凹部５へと到達することができる。軸
方向に延びる低凹部５によって、当該油は、外側コーン部４の全体の摩擦面１９を濡らす
ことができる。
【００４０】
　この実施の形態は、とりわけ、クラッチ体１が鋼鉄（スチール）製の摩擦面１９を有す
ると共に同期リング８がモリブデン製の摩擦ライニング９を有するという同期装置におい
て、利用され得る。
【００４１】
　図３及び図４には、同期装置のための同期リング８の、可能性ある第１の実施の形態が
示されている。この同期リング８は、リング状のベース部１０を有しており、当該ベース
部１０には、内側コーン部１１が一体的に形成されている。当該内側コーン部１１の上面
には、摩擦ライニング９が設けられている。図３及び図４では、同期リング８の摩擦ライ
ニング９のみが図示されている。図３は、同期リング８の、平坦に展開された摩擦ライニ
ング９を示している。
【００４２】
　この実施の形態では、摩擦ライニング９はリング状に形成されており、各端面領域にお
いて、複数の軸方向に延びる溝１２、１２’、１３、１３’を有している。溝１２、１２
’及び溝１３、１３’は、それらが摩擦ライニング９の中央に配置されたリング溝１４に
到達できるような寸法である長さを有している。各溝１２、１２’の出口部２０、２０’
は、図３に破線で示されるように、長手方向断面において所定の半径の弓形を有している
。もっとも、他の形状も可能である。
【００４３】
　特に図４から明らかなように、各溝１２、１２’、１３、１３’の深さは、それらが摩
擦ライニング９の厚さと実質的に等しい、という寸法にされる。さらに、溝１２、１２’
は、それぞれ、摩擦ライニング９の対向する端面の溝１３、１３’に対して、オフセット
されて配置されている。摩擦リング８の摩擦ライニング９の当該パターン例によれば、油
は、それぞれ、前方側に配置された溝１２、１２’に入り込み、リング溝１４内を接線方
向に輸送されて、更に溝１３、１３’を通って流出する。摩擦リング８の摩擦ライニング
９に対するクラッチ体１の接線方向の相対移動により、摩擦面は、同期プロセス中に濡ら
されて冷却される。従って、リング溝１４は、接続された溝１２、１２’、１３、１３’
によって、油流フラッシング（Oeldurchspuelung）が可能であり、摩擦リング８とクラッ
チ体１の摩擦面における熱排出の改良が可能である。
【００４４】
　図５及び図６には、同期リング８の第２の実施の形態が示されている。この実施の形態
では、図３及び図４による第１の実施の形態とは異なって、摩擦ライニング９が、当該摩
擦ライニング９の各々の端面において、傾斜して延びる溝１２、１２’、１３、１３’を
有している。この場合、隣接する各２つの溝１２、１２’ないし１３、１３’は、互いに
鏡像対称に配置されている。このパターン例では、以下の利点が得られる。すなわち、傾
斜して延びる溝１２、１２’、１３、１３’を通って、同期リング８の回転方向に依存し
ないで、当該溝１２、１２’、１３、１３’内に油がほとんど導入される。この供給効果
によって、当該溝１２、１２’、１３、１３’を通る油の流量が増大して、冷却が更に改
善される。
【００４５】
　図７及び図８には、同期リング８の第３の実施の形態が示されている。図７は、同期リ
ング８、クラッチ体１、及び、同期体１５を有する同期装置例の部分図である。この実施
の形態では、同期リング８は、その内側コーン部１１において、複数の軸方向溝１６を有
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している。当該軸方向溝１６は、内側コーン部１１の全周に亘って、互いに所定の間隔で
分布するように配置されている。
【００４６】
　軸方向溝１６は、摩擦ライニング９の上方に設けられている。これは、図７からも図８
からも明らかである。軸方向溝１６は、摩擦ライニング９の適用の前に、好適なプレス方
法によって製造され得る。特に図８から明らかなように、摩擦ライニング９は、軸方向溝
１６の間のブリッジ領域によってのみ、支持されている。これにより、摩擦ライニング９
が軸方向溝１６によって冷却される、ということが可能である。軸方向溝１６には、例え
ば、クラッチ体１の不図示の油収集溝６からの油が供給される。この態様では、油は、前
方側で軸方向溝１６内に入り込むことができ、当該軸方向溝１６を通って流れることがで
きる。これにより、摩擦ライニング９は冷却され、発生する熱は油によって除去される。
【００４７】
　好ましくは、軸方向溝１６は、テーパ状（コーン状）のコースを有する。この場合、遠
心力に基づいて、軸方向溝１６内でポンプ効果が得られる。このことは、油の流量を更に
高めて、冷却効果を増大させる。
【００４８】
　図９及び図１０には、同期リング８の第４の実施の形態が示されている。このパターン
例では、同期リング８の内側コーン部１１がリング溝１７を有している。リング溝１７は
、内側コーン部１１の上面の略中央に配置されている。リング溝１７は、摩擦ライニング
９内を軸方向に延びる溝１８、１８’によって少なくとも到達されている。この態様で、
油は、前方側の溝１８からリング溝１７内に至ることができ、内側の溝１８’を通って摩
擦帯から流出することができる。この実施の形態によっても、同期リング８の摩擦ライニ
ング９の最適な冷却が保証される。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】
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